
                                       

平成 25 年 2 月 13 日 

各      位 

        会 社 名 株式会社マツヤ 

        代表者名 代表取締役社長  小山 栄造 

  （J A S D A Q・コード７４５２） 

          問合せ先 取締役財務本部長 本多 佐年 

           ＴＥＬ  （026）241-1314 

 

 

  （訂正・数値データ訂正）「平成 23 年２月期 第３四半期決算短信」の一部訂正について 

 

当社は、平成23年１月７日に公表しました「平成23年２月期 第３四半期決算短信」の一部に訂正

すべき箇所がありましたので、下記のとおり訂正いたします。訂正箇所につきましては、訂正前と訂

正後をそれぞれ添付し、訂正箇所には＿（アンダーライン）を付して表示しております。 

また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

訂正理由につきましては、本日開示の「過年度有価証券報告書等及び決算短信の訂正に関するお知らせ」

をご参照ください。 

 

 

記 

 

 

 訂正を行う決算短信 

  決算期    平成 23 年２月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

  発表日    平成 23 年１月７日 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 



(サマリー情報 １ページ目) 

【訂正前】 

 

平成23年2月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 
平成23年1月7日

 
上 場 会 社 名 株式会社 マツヤ 上場取引所 ＪＱ 
 
コ ー ド 番 号 ７４５２ URL http://www.s-matsuya.com 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)  小山 光作  
問合せ先責任者 (役職名)取締役財務本部長 (氏名) 本多 佐年 TEL 026-241-1314
 
四半期報告書提出予定日 平成23年1月13日   
配当支払開始予定日 ―   
四半期決算補足説明資料作成の有無： 無   
四半期決算説明会開催の有無： 無   

 

(百万円未満切捨て)

１．平成23年2月期第3四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年11月30日） 

（１）連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 28,714 1.8 391 34.6 289 45.2 168 654.7

22年2月期第3四半期 28,201 - 290 - 199 - 22 -
 

  

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 23. 23 -

22年2月期第3四半期 3. 00 -

 
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 15,890 3,100 19.5 431.50

22年2月期 15,953 3,157 19.8 424.82
 

(参考) 自己資本 23年2月期第3四半期 3,100百万円 22年2月期 3,157百万円

 

２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年2月期 －  0. 00 － 10. 00 10. 00 

23年2月期 －  0. 00 －   

23年2月期(予想)   10. 00 10. 00 

(注) 当四半期における配当予想の修正有無  無 

 

３．平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月１日～平成23年2月28日） 
 (％表示は、対前期増減率)

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,500 2.3 570 12.8 440 15.6 210 435.4 28. 25

(注) 当四半期における業績予想の修正有無  無 
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【訂正後】 

 

平成23年2月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 
平成23年1月7日

 
上 場 会 社 名 株式会社 マツヤ 上場取引所 ＪＱ 
 
コ ー ド 番 号 ７４５２ URL http://www.s-matsuya.com 
 

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)  小山 光作  
問合せ先責任者 (役職名)取締役財務本部長 (氏名) 本多 佐年 TEL 026-241-1314
 
四半期報告書提出予定日 平成23年1月13日   
配当支払開始予定日 ―   
四半期決算補足説明資料作成の有無： 無   
四半期決算説明会開催の有無： 無   

 

(百万円未満切捨て)

１．平成23年2月期第3四半期の連結業績（平成22年3月１日～平成22年11月30日） 

（１）連結経営成績(累計)  
 

 (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 28,714 1.8 279 △3.9 177 △10.9 102 359.5

22年2月期第3四半期 28,201 - 290 - 199 - 22 -
 

  

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 14. 14 -

22年2月期第3四半期 3. 00 -

 
（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 15,778 3,034 19.2 422.32

22年2月期 15,953 3,157 19.8 424.82
 

(参考) 自己資本 23年2月期第3四半期 3,034百万円 22年2月期 3,157百万円

 

２．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年2月期 －  0. 00 － 10. 00 10. 00 

23年2月期 －  0. 00 －   

23年2月期(予想)   10. 00 10. 00 

(注) 当四半期における配当予想の修正有無  無 

 

３．平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
 (％表示は、対前期増減率)

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,500 2.3 570 12.8 440 15.6 210 435.4 28. 25

(注) 当四半期における業績予想の修正有無  無 
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（２ページ） 
 1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

 (1) 連結経営成績に関する定性的情報 

  

【訂正前】 
当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に景気回復の兆しが見られたものの国内

株価の低迷や円高、雇用情勢などに変化が見られず、先行きに対する不安等から個人消費は弱く、

依然として不透明な状況にあります。また、流通業界におきましては、消費者の節約志向の中、価

格競争も激しさを増しており、厳しい経営環境が続いております。 
このような状況の中で、当社グループは中期経営計画「新しい発想で、新しい商品・新しい仕組

みを創り出す」のもと、年間 52 週のＭＤ（マーチャンダイジング）カレンダーに基づいた季節・

旬・地域催事に合わせた売場提案を積極的に進めております。９月からは新聞折込チラシに「こだ

わり商品」を紹介する回数を増やし、味や品質でおすすめする商品の展開を強化しました。また、

接客向上を目的として「笑顔のあいさつ運動」に取り組みました。 
売上高につきましては、残暑の影響により夏物商品等の一部商品は動きが良かったものの、全般

的に個人消費の伸びが弱く既存店の売上に影響が見られましたが、平成 21 年 12 月に開店した飯山

店が寄与したことから増収となりました。粗利益面では、価格競争や青果物の高騰など収益環境は

厳しいものとなりましたが、ロス率や在庫管理精度の改善および仕入チャネルの開発等により粗利

益額の確保に努めました。経費面におきましては、継続して削減に取り組んでまいりましたが、売

上高の伸びを上回る結果となりました。第４四半期においては、より一層の人時生産性の改善等に

より、収益確保に努めてまいります。 
以上の営業活動の結果、当第３四半期連結会計期間の連結業績は、売上高 91 億７千５百万円（前

年同四半期 1.6％増）、経常利益は人件費、水道光熱費等の増加により３千９百万円（前年同四半期

10.9％減）となり、四半期純利益は２千４百万円（前年同四半期 32.6％増）となりました。  
 
 

【訂正後】 
当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に景気回復の兆しが見られたものの国内

株価の低迷や円高、雇用情勢などに変化が見られず、先行きに対する不安等から個人消費は弱く、

依然として不透明な状況にあります。また、流通業界におきましては、消費者の節約志向の中、価

格競争も激しさを増しており、厳しい経営環境が続いております。 
このような状況の中で、当社グループは中期経営計画「新しい発想で、新しい商品・新しい仕組

みを創り出す」のもと、年間 52 週のＭＤ（マーチャンダイジング）カレンダーに基づいた季節・

旬・地域催事に合わせた売場提案を積極的に進めております。９月からは新聞折込チラシに「こだ

わり商品」を紹介する回数を増やし、味や品質でおすすめする商品の展開を強化しました。また、

接客向上を目的として「笑顔のあいさつ運動」に取り組みました。 
売上高につきましては、残暑の影響により夏物商品等の一部商品は動きが良かったものの、全般

的に個人消費の伸びが弱く既存店の売上に影響が見られましたが、平成 21 年 12 月に開店した飯山

店が寄与したことから増収となりました。粗利益面では、価格競争や青果物の高騰など収益環境は

厳しいものとなりましたが、ロス率や在庫管理精度の改善および仕入チャネルの開発等により粗利

益額の確保に努めました。経費面におきましては、継続して削減に取り組んでまいりましたが、売

上高の伸びを上回る結果となりました。第４四半期においては、より一層の人時生産性の改善等に

より、収益確保に努めてまいります。 
以上の営業活動の結果、当第３四半期連結会計期間の連結業績は、売上高 91 億７千５百万円（前

年同四半期 1.6％増）、経常損失は人件費、水道光熱費等の増加により１千４百万円（前年同四半期

４千４百万円の経常利益）となり、四半期純損失は７百万円（前年同四半期１千８百万円の四半期

純利益）となりました。 
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（２ページ） 
 (2) 連結財政状態に関する定性的情報 
  ①資産、負債及び純資産の状況 

  

【訂正前】 
(資産) 
流動資産は、前連結会計年度末に比べて、９千７百万円増加しておりますが、これは主としてた

な卸資産が３億７千６百万円増加し、現金預金が２億３千１百万円減少したことによります。 
固定資産は、前連結会計年度末に比べて、１億６千万円減少しておりますが、これは主として有

形固定資産が１億９百万円減少したことによります。 
この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、６千３百万円減少し、158 億９千万円となりま

した。 
(負債) 
流動負債は、前連結会計年度末に比べて、３億２千６百万円増加しておりますが、これは主とし

て買掛金が１億９千万円増加したことによります。 
固定負債は、前連結会計年度末に比べて、３億３千２百万円減少しておりますが、これは主とし

て長期借入金が３億４千８百万円減少したことによります。  
この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、５百万円減少し、127 億８千９百万円となり

ました。 
(純資産) 
純資産は、前連結会計年度末に比べて、５千７百万円減少しておりますが、これは主として自己

株式を１億４千３百万円取得したことによります。  
この結果、純資産合計は、31 億円となりました。 

 

 

【訂正後】 

(資産) 
流動資産は、前連結会計年度末に比べて、１千４百万円減少しておりますが、これは主としてた

な卸資産が２億８千１百万円増加し、現金預金が２億３千１百万円減少したことによります。 
固定資産は、前連結会計年度末に比べて、１億６千万円減少しておりますが、これは主として有

形固定資産が１億９百万円減少したことによります。 
この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、１億７千４百万円減少し、157 億７千８百万円

となりました。 
(負債) 
流動負債は、前連結会計年度末に比べて、２億８千万円増加しておりますが、これは主として買

掛金が１億９千万円増加したことによります。 
固定負債は、前連結会計年度末に比べて、３億３千２百万円減少しておりますが、これは主とし

て長期借入金が３億４千８百万円減少したことによります。  
この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、５千１百万円減少し、127 億４千３百万円と

なりました。 
(純資産) 
純資産は、前連結会計年度末に比べて、１億２千３百万円減少しておりますが、これは主として

自己株式を１億４千３百万円取得したことによります。  
この結果、純資産合計は、30 億３千４百万円となりました。 
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（３ページ） 
  ②キャッシュ・フローの状況 

 

【訂正前】 
当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」とい

う）は、第２四半期連結会計期間末に比べ４百万円増加し、５億９千万円となりました。 
(営業活動によるキャッシュ・フローの状況) 
営業活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ１億１千５百万円増加し、１億２千６百万

円となりました。これは主として前年同四半期に比べ、売上債権の増減額が４千４百万円減少した

ことと棚卸資産の増減額が２千８百万円減少したことによります。 
(投資活動によるキャッシュ・フローの状況) 
投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ１億１千２百万円減少し、７千８百万円と

なりました。これは主として前年同四半期に比べ、有形固定資産の取得による支出が１億４千６百

万円減少したことによります。 
(財務活動によるキャッシュ・フローの状況) 
財務活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ７千３百万円減少し、２億９百万円となり

ました。これは主として前年同四半期に比べ、長期借入金による収入が１億円減少したことにより

ます。 

 

 

【訂正後】 

当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」とい

う）は、第２四半期連結会計期間末に比べ４百万円増加し、５億９千万円となりました。 
(営業活動によるキャッシュ・フローの状況) 
営業活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ１億１千５百万円増加し、１億２千６百万

円となりました。これは主として前年同四半期に比べ、売上債権の増減額が４千４百万円減少した

ことと棚卸資産の増減額が１千３百万円増加したことによります。 
(投資活動によるキャッシュ・フローの状況) 
投資活動により使用した資金は、前年同四半期に比べ１億１千２百万円減少し、７千８百万円と

なりました。これは主として前年同四半期に比べ、有形固定資産の取得による支出が１億４千６百

万円減少したことによります。 
(財務活動によるキャッシュ・フローの状況) 
財務活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ７千３百万円減少し、２億９百万円となり

ました。これは主として前年同四半期に比べ、長期借入金による収入が１億円減少したことにより

ます。 
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（５ページ） 

 ３．四半期連結財務諸表 

 (1)四半期連結貸借対照表 

 

【訂正前】 
(単位：千円)

    

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 631,841 863,401
  売掛金 246,060 203,110
  リース投資資産 538,997 554,248
  たな卸資産  1,736,066  1,359,536
  繰延税金資産 136,548 136,548
  その他 622,519 703,461
  貸倒引当金 △6,100 △11,700

  流動資産合計 3,905,933 3,808,606

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額）  6,622,393  6,887,006
   土地 2,040,272 1,969,259
   リース資産（純額）  526,464  471,533
   その他（純額）  173,365  144,198

   有形固定資産合計 9,362,496 9,471,998

  無形固定資産   
   のれん 29,583 33,333
   リース資産 50,913 50,396
   借地権 1,047,978 1,047,978
   その他 39,434 45,238

   無形固定資産合計 1,167,909 1,176,946

  投資その他の資産   
   投資有価証券 562,249 575,492
   差入保証金 484,928 503,888
   繰延税金資産 268,029 262,673
   その他 143,573 158,611
   貸倒引当金 △4,700 △4,700

   投資その他の資産合計 1,454,081 1,495,967

  固定資産合計 11,984,487 12,144,913

 資産合計 15,890,421 15,953,519

      

－6－



 
 

(単位：千円)

   

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 2,133,846 1,943,234
  短期借入金 4,169,493 4,402,603
  リース債務 92,080 70,375
  未払法人税等 81,197 42,208
  賞与引当金 25,000 135,000
  その他 1,217,397 799,410

  流動負債合計 7,719,015 7,392,832

 固定負債   
  長期借入金 3,303,678 3,652,613
  リース債務 562,254 523,273
  繰延税金負債 341,134 361,612
  退職給付引当金 400,764 382,003
  その他 462,912 483,370

  固定負債合計 5,070,745 5,402,873

 負債合計 12,789,760 12,795,705

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,097,000 1,097,000
  資本剰余金 819,000 819,000
  利益剰余金 2,001,176 1,906,914
  自己株式 △805,916 △662,390

  株主資本合計 3,111,260 3,160,524

 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 △10,598 △2,710

  評価・換算差額等合計 △10,598 △2,710

 純資産合計 3,100,661 3,157,813

負債純資産合計 15,890,421 15,953,519

     

－7－



 
【訂正後】 

(単位：千円)

    

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   
 流動資産   
  現金及び預金 631,841 863,401
  売掛金 246,060 203,110
  リース投資資産 538,997 554,248
  たな卸資産  1,640,707  1,359,536
  繰延税金資産 136,548 136,548
  その他 606,127 703,461
  貸倒引当金 △6,100 △11,700

  流動資産合計 3,794,182 3,808,606

 固定資産   
  有形固定資産   
   建物及び構築物（純額）  6,622,393  6,887,006
   土地 2,040,272 1,969,259
   リース資産（純額）  526,464  471,533
   その他（純額）  173,365  144,198

   有形固定資産合計 9,362,496 9,471,998

  無形固定資産   
   のれん 29,583 33,333
   リース資産 50,913 50,396
   借地権 1,047,978 1,047,978
   その他 39,434 45,238

   無形固定資産合計 1,167,909 1,176,946

  投資その他の資産   
   投資有価証券 562,249 575,492
   差入保証金 484,928 503,888
   繰延税金資産 268,029 262,673
   その他 143,573 158,611
   貸倒引当金 △4,700 △4,700

   投資その他の資産合計 1,454,081 1,495,967

  固定資産合計 11,984,487 12,144,913

 資産合計 15,778,670 15,953,519

      

－8－



 
 

(単位：千円)

   

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   
 流動負債   
  買掛金 2,133,846 1,943,234
  短期借入金 4,169,493 4,402,603
  リース債務 92,080 70,375
  未払法人税等 81,197 42,208
  賞与引当金 25,000 135,000
  その他 1,171,597 799,410

  流動負債合計 7,673,215 7,392,832

 固定負債   
  長期借入金 3,303,678 3,652,613
  リース債務 562,254 523,273
  繰延税金負債 341,134 361,612
  退職給付引当金 400,764 382,003
  その他 462,912 483,370

  固定負債合計 5,070,745 5,402,873

 負債合計 12,743,960 12,795,705

純資産の部   
 株主資本   
  資本金 1,097,000 1,097,000
  資本剰余金 819,000 819,000
  利益剰余金 1,935,225 1,906,914
  自己株式 △805,916 △662,390

  株主資本合計 3,045,308 3,160,524

 評価・換算差額等   
  その他有価証券評価差額金 △10,598 △2,710

  評価・換算差額等合計 △10,598 △2,710

 純資産合計 3,034,710 3,157,813

負債純資産合計 15,778,670 15,953,519

     

 

－9－



（７ページ） 
(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 
 

【訂正前】 
(単位：千円)

  前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 28,201,922 28,714,577

売上原価 21,448,460 21,677,126

売上総利益 6,753,461 7,037,451

その他の営業収入 884,172 872,422

営業総利益 7,637,634 7,909,874

販売費及び一般管理費  7,346,861  7,518,632

営業利益 290,772 391,241

営業外収益   
 受取利息 1,024 268
 受取配当金 7,949 7,856
 債務勘定整理益 9,602 5,488
 その他 14,165 12,611
 営業外収益合計 32,742 26,225

営業外費用   
 支払利息 123,212 126,478
 その他 1,240 1,934
 営業外費用合計 124,453 128,413

経常利益 199,062 289,053

特別利益   
 投資有価証券売却益 6,491 －
 固定資産売却益 11,672 －
 貸倒引当金戻入額 － 5,600
 特別利益合計 18,164 5,600

特別損失   
 役員退職慰労金 80,000 －
 固定資産除却損 －  3,815
 特別損失合計 80,000 3,815

税金等調整前四半期純利益 137,226 290,838

法人税等 114,886 122,243

四半期純利益 22,339 168,594

    

－10－



 
【訂正後】 

(単位：千円)

  前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 28,201,922 28,714,577

売上原価 21,448,460 21,788,877

売上総利益 6,753,461 6,925,699

その他の営業収入 884,172 872,422

営業総利益 7,637,634 7,798,122

販売費及び一般管理費  7,346,861  7,518,632

営業利益 290,772 279,490

営業外収益   
 受取利息 1,024 268
 受取配当金 7,949 7,856
 債務勘定整理益 9,602 5,488
 その他 14,165 12,611
 営業外収益合計 32,742 26,225

営業外費用   
 支払利息 123,212 126,478
 その他 1,240 1,934
 営業外費用合計 124,453 128,413

経常利益 199,062 177,302

特別利益   
 投資有価証券売却益 6,491 －
 固定資産売却益 11,672 －
 貸倒引当金戻入額 － 5,600
 特別利益合計 18,164 5,600

特別損失   
 役員退職慰労金 80,000 －
 固定資産除却損 －  3,815
 特別損失合計 80,000 3,815

税金等調整前四半期純利益 137,226 179,086

法人税等 114,886 76,443

四半期純利益 22,339 102,642

    

  

－11－



 
（８ページ） 

【第３四半期連結会計期間】 

 
【訂正前】 

(単位：千円)

  前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 9,033,315 9,175,040

売上原価 6,803,699 6,897,515

売上総利益 2,229,615 2,277,525

その他の営業収入 279,943 279,273

営業総利益 2,509,559 2,556,798

販売費及び一般管理費  2,427,959  2,481,132

営業利益 81,599 75,665

営業外収益   
 受取利息 113 71
 受取配当金 17 170
 債務勘定整理益 1,694 1,371
 その他 4,151 3,036
 営業外収益合計 5,977 4,650

営業外費用   
 支払利息 42,700 40,356
 その他 330 258
 営業外費用合計 43,031 40,614

経常利益 44,545 39,701

特別利益   
 貸倒引当金戻入額 － 2,700
 特別利益合計 － 2,700

税金等調整前四半期純利益 44,545 42,401

法人税等 25,796 17,539

四半期純利益 18,748 24,861

    

 

－12－



 
【訂正後】 

(単位：千円)

  前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 9,033,315 9,175,040

売上原価 6,803,699 6,951,982

売上総利益 2,229,615 2,223,057

その他の営業収入 279,943 279,273

営業総利益 2,509,559 2,502,331

販売費及び一般管理費  2,427,959  2,481,132

営業利益 81,599 21,198

営業外収益   
 受取利息 113 71
 受取配当金 17 170
 債務勘定整理益 1,694 1,371
 その他 4,151 3,036

 営業外収益合計 5,977 4,650

営業外費用   
 支払利息 42,700 40,356
 その他 330 258

 営業外費用合計 43,031 40,614

経常利益又は経常損失（△） 44,545 △14,765

特別利益   
 貸倒引当金戻入額 － 2,700

 特別利益合計 － 2,700

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△） 

44,545 △12,065

法人税等 25,796 △4,660

四半期純利益又は四半期純損失（△） 18,748 △7,405

    

－13－



 
（９ページ） 

(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 

【訂正前】 
(単位：千円)

  前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純利益 137,226 290,838
 減価償却費 489,178 518,651
 投資有価証券売却損益（△は益） △6,491 －
 有形固定資産売却損益（△は益） △11,672 －
 のれん償却額 3,749 3,749
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,777 18,761
 賞与引当金の増減額（△は減少） △100,000 △110,000
 貸倒引当金の増減額（△は減少） － △5,600
 受取利息及び受取配当金 △8,974 △8,125
 支払利息 123,212 126,478
 売上債権の増減額（△は増加） △48,053 △42,950
 たな卸資産の増減額（△は増加） △294,231 △376,530
 リース投資資産の増減額（△は増加） － 15,251
 その他の流動資産の増減額（△は増加） 40,556 19,657
 仕入債務の増減額（△は減少） 281,819 210,528
 未払金の増減額（△は減少） △110,007 130,015
 未払費用の増減額（△は減少） 241,442 277,507
 預り保証金の増減額（△は減少） 128,952 △16,761
 その他の流動負債の増減額（△は減少） 27,764 △18,488
 小計 915,248 1,032,983

 利息及び配当金の受取額 8,971 8,127
 利息の支払額 △130,729 △136,082
 法人税等の支払額 △10,301 △22,831
 営業活動によるキャッシュ・フロー 783,189 882,196

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 定期預金の預入による支出 △27,012 △27,004
 定期預金の払戻による収入 15,004 27,000
 有形固定資産の取得による支出 △1,346,120 △265,901
 有形固定資産の売却による収入 170,526 －
 無形固定資産の取得による支出 △37,525 －
 貸付金の回収による収入 101,971 1,839
 差入保証金の差入による支出 △20,210 △456
 差入保証金の回収による収入 93,739 9,136
 投資有価証券の取得による支出 △48,966 －
 投資有価証券の売却による収入 64,191 －
 その他 △18,599 2,709
 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,053,000 △252,677

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） 11,690 71,719
 長期借入れによる収入 1,100,000 470,000
 長期借入金の返済による支出 △1,102,111 △1,123,764
 リース債務の返済による支出 － △61,255
 自己株式の取得による支出 △3,447 △143,526
 配当金の支払額 △73,925 △74,257
 財務活動によるキャッシュ・フロー △67,792 △861,084

－14－



(単位：千円)

  前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △337,603 △231,564

現金及び現金同等物の期首残高 864,695 822,363

現金及び現金同等物の四半期末残高  527,091  590,798

    

－15－



 
 

【訂正後】 

 
(単位：千円)

  前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
 税金等調整前四半期純利益 137,226 179,086
 減価償却費 489,178 518,651
 投資有価証券売却損益（△は益） △6,491 －
 有形固定資産売却損益（△は益） △11,672 －
 のれん償却額 3,749 3,749
 退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,777 18,761
 賞与引当金の増減額（△は減少） △100,000 △110,000
 貸倒引当金の増減額（△は減少） － △5,600
 受取利息及び受取配当金 △8,974 △8,125
 支払利息 123,212 126,478
 売上債権の増減額（△は増加） △48,053 △42,950
 たな卸資産の増減額（△は増加） △294,231 △281,171
 リース投資資産の増減額（△は増加） － 15,251
 その他の流動資産の増減額（△は増加） 40,556 19,657
 仕入債務の増減額（△は減少） 281,819 226,921
 未払金の増減額（△は減少） △110,007 130,015
 未払費用の増減額（△は減少） 241,442 277,507
 預り保証金の増減額（△は減少） 128,952 △16,761
 その他の流動負債の増減額（△は減少） 27,764 △18,488

 小計 915,248 1,032,983

 利息及び配当金の受取額 8,971 8,127
 利息の支払額 △130,729 △136,082
 法人税等の支払額 △10,301 △22,831

 営業活動によるキャッシュ・フロー 783,189 882,196

投資活動によるキャッシュ・フロー   
 定期預金の預入による支出 △27,012 △27,004
 定期預金の払戻による収入 15,004 27,000
 有形固定資産の取得による支出 △1,346,120 △265,901
 有形固定資産の売却による収入 170,526 －
 無形固定資産の取得による支出 △37,525 －
 貸付金の回収による収入 101,971 1,839
 差入保証金の差入による支出 △20,210 △456
 差入保証金の回収による収入 93,739 9,136
 投資有価証券の取得による支出 △48,966 －
 投資有価証券の売却による収入 64,191 －
 その他 △18,599 2,709

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,053,000 △252,677

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入金の純増減額（△は減少） 11,690 71,719
 長期借入れによる収入 1,100,000 470,000
 長期借入金の返済による支出 △1,102,111 △1,123,764
 リース債務の返済による支出 － △61,255
 自己株式の取得による支出 △3,447 △143,526
 配当金の支払額 △73,925 △74,257

 財務活動によるキャッシュ・フロー △67,792 △861,084

－16－



(単位：千円)

  前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △337,603 △231,564

現金及び現金同等物の期首残高 864,695 822,363

現金及び現金同等物の四半期末残高  527,091  590,798

     

－17－




